
 
財団法人 北九州国際技術協力協会 

 

北九州国際技術協力協会（ＫＩＴＡ）は、設立以来、北九州市の国際研修都市化の推進に寄

与するため、産学官民のネットワークをもとに、研修事業を始めとした国際技術協力及び国際

親善交流を実施しています。また、北九州地域に蓄積された産業技術・環境技術の移転を通じ

て、途上国の持続可能な発展、そして地球環境の保全に貢献しています。 

 

〔設 立〕 昭和 55年 7月 14 日 

〔所 在 地〕 北九州市八幡東区平野１丁目 1番 1号 

Tel ０９３－６６２－７１７１ 
〔目 的〕 北九州市において国際的な研修のために必要な技能・技術・研究の場

の提供と必要な教程の整備・補充・拡大を行うとともに、国際技術協力

のあり方を調査研究し、人的交流や技術移転を図り、もって開発途上国

との相互発展の理念にもとづいた国際協力の推進に寄与すること。 

〔事 業〕 海外技術者研修、専門家派遣、技術交流、調査、情報提供、コンサルテ

ィング等 

〔基 本 財 産〕 ５１３，７６０千円 

＜うち本市出捐額 ２１０，０００千円（４０.９％）＞ 

〔決 算 期〕 毎年３月 31日 

〔主 務 官 庁〕 福岡県 

〔本 市 所 管〕 環境局環境経済部環境国際協力室（Tel ０９３－５８２－３８０４） 

 

１ 法人の組織 

 (1) 機構図 

研修部 
技術協力部 

理事会  副理事長              マネージメントグループ 
理事長 専務理事   生産性協力センター  メンテナンスグループ 

常務理事              省エネルギーグループ 
水処理技術グループ 
人材育成担当 

環境協力センター   プロジェクト推進担当 
上下水道協力室 

事務局        事務課 
調整課 

運営委員会 
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 (2) 役職員数 

  
  人数 

うち本市出向者 うち本市退職者 う ち そ の 他 
平均年齢 

役員 38 人 1 人 0 人 37 人 61 歳 

職員 27 人 8 人 0 人 19 人 55 歳 

 

(3) 役員名 

〔理 事 長〕 河野 拓夫 

〔副理事長〕 岡野 正敏、利島 康司、松本 健三 

〔専務理事〕 久岡 貴弘 

〔常務理事〕 藤重 宗夫 

〔理  事〕 井上 芳信、鎮西 正直、大庭 泰、庄司 啓子、川瀬 賢三、 

木村 和成、工藤 和也、工藤 憲男、久保 祐二、酒井 英孝、 

坂巻 義孝、重渕 雅敏、曽我部 駿輔、高田 寿一郎、竹澤 靖之、 

田中 繁雄、谷口 博、中薗 哲、中村 英輝、中村 眞人、浜本 康男、 

早川 陽一、平岡 照祥、廣野 良吉、藤本 研一、増永 元彦、 

由良 範隆、宮崎 哲、迎 静雄 

〔監  事〕 駒田 英孝、光井 敏博、鈴木 元 

 
２ 事業の概要等 

(1) 集団研修、個別研修の実施 

(2) 研修カリキュラム及び教材・テキストの開発、整備 

(3) 工業技術分野におけるコンサルタント業務の実施 

(4) 各種分野専門技術者の確保（登録）、養成 

(5) 生産性向上、設備保全、省エネルギー技術等に関する情報収集・提供 

(6) 地元企業等の技術振興への支援 

(7) 持続可能な発展に係わる調査研究 

(8) 環境産業の国際展開による国際協力の推進 

(9) 国際親善交流事業の企画、実施 

(10) その他の事業（研修実績のデータベース化等） 

 

３ 主な事業実績（平成 17年度） 

○ＪＩＣＡ研修 

集団及び国別研修 29コース（50カ国 231名）を実施 

○韓国産業技術協力 

中小企業技術者専門セミナー４コース（29名）を実施 

中堅企業技術者研修（９名）を実施 

○ペルワジャスティール（マレーシア）への技術協力 

○ベトナムにおける工場公害対策を目的とした新規円借款案件の発掘と形成調査 
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○クウェート石油関連技術者への環境汚染防止技術研修２コース（15名） 

○中東地域環境汚染防止に関するプログラム開発現地調査 

○ロシアチェリャビンスク州コンサル対象候補企業事前調査 

○スラバヤ市分別収集・堆肥化による廃棄物減量化支援 

○メトロセブ（フィリピン）地域植林による人材育成 

○北九州エコタウン海外ビジネスモデル予備調査 

○青少年のための国際協力人材育成事業 

○国際親善交流事業 

ホームビジット、バスハイク、歓迎パーティ等の実施 

○広報誌ＫＩＴＡニュースの発刊（年４回） 

 

４ 市の関与の状況 

               （単位：千円） 

区    分 平成１６年度 平成１７年度 

出 捐 金 の 状 況 210,000 210,000 

補 助 金 40,149 40,237 

委 託 料 35,664 27,366 

貸 付 金 残 高 0 0 

 

５ 資産・収支の状況（平成 17年度決算） 

(1) 貸借対照表 

平成 18年３月 31日現在（単位：円） 

資 産 の 部  負債及び正味財産の部 
勘 定 科 目 金  額 勘 定 科 目 金  額 

Ⅰ 流 動 資 産 82,093,764 Ⅰ 流 動 負 債 47,338,755 
 １．現  金 1,015,126 １．未 払 金 40,873,309 
 ２．普通預金 63,364,428 ２．前 受 金 1,000,000 
 ３．積立預金 2,633,001 ３．預 り 金 1,433,946 
 ４．未収入金 8,790,942 ４．仮 受 金 31,500 
 ５．仮 払 金 110,000 ５．退職給与準備引当金 4,000,000 
 ６．前 払 金 6,180,267       
           
Ⅱ 固 定 資 産 530,189,300 Ⅱ 正 味 財 産 564,944,309 
 １．基本金積立預金 513,760,000       
 ２．什器備品 12,057,492   (うち基本金) 513,760,000 
 ３．電話加入権 371,808       
 ４．退職給与準備預金 4,000,000       
           

合  計 612,283,064  合  計 612,283,064 
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(2) 収支計算書 
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